


はじめに

全国に戦乱の嵐が吹き荒れた戦国時代、天下人たらんとする有力武将は、日本の首都
であり、政治経済の中心である京都の制圧に挑んだ。足利義昭を奉じて入京した織田信長、
信長の後を継いだ羽柴（豊臣）秀吉、秀吉の没後、豊臣氏を滅ぼした徳川家康――彼らは京
都でどんな行動をとり、いかなる痕跡を残したのか。本書は、特集「豊臣秀長の生涯」を通じて、
彼らの動きを概観するとともに、そのゆかりの地を徹底的に拾い上げたガイド本である。巻頭
には関連地図、巻末には系図や年表も掲載しているので、本書を手に各エリアを巡れば、戦
国時代の京都の雰囲気を存分に味わっていただけるだろう。では、いざ、出陣！
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秀長は天文9年（1540）3月2日、尾張国愛
知郡中村（現・愛知県名古屋市中村区）で生
まれたとされる。幼名は小竹、のちに小一郎
と称した。秀吉とは3つ違いで、6つ上の姉・と
もと3つ下の妹・朝日姫の4人きょうだいであっ
た。『太

たい

閤
こう

素
す

生
じょう

記
き

』などによると、4人は共通の
母・なかを持つが、父については、秀吉ととも
は木下弥

や

右
え

衛門
もん

、秀長と朝日姫は筑
ちく

阿
あ

弥
み

とし
ている。なかが弥右衛門の死後、筑阿弥と
再婚したためで、秀吉と秀長は異父兄弟とい

うのが通説であった。ところが、瑞龍寺所蔵
の木下家系図を見ると、弥右衛門の死亡は
天文12年（1543）で、その時すでに秀長も朝
日姫も生まれており、なかの浮気がないかぎり、
4人は同父同母のきょうだいということになる。
現在はそちらの説のほうが有力のようだ。
弥右衛門と筑阿弥については、はっきりし

た素性は分からず、『太閤素生記』などでは、
弥右衛門は織田信秀の鉄炮足軽、筑阿弥は
織田信秀の同胞衆とするが、秀吉が天下人と
なってからの創作の可能性が小さくないらしい。
一方で、宣教師ルイス・フロイスは、秀吉のこ
とを「貧しい百姓の倅」と書き残しており、『甫

ほ

豊臣秀長の
生涯
天下人を目指す豊臣秀吉を影日向に支え

た弟の豊臣秀長―彼の存在がなければ秀

吉は天下一統を成しえなかっただろうともい

われる。秀吉の栄達に伴い、秀長は従二

位権大納言という官位を得、紀伊・河内・大

和百万石（73.4万石）を領有する大大名とな

る。しかし、その破格の待遇に比して、彼

の行動や人柄について、戦国史の中でスポッ

トが当たることはなぜか少なかった。そこで、

後世の伝記や編纂物を含め、関連する史書

から、秀長の足跡を掘り起こし、駆け足で

その実像に迫ってみたい。　

1 出自
～貧農の生まれ～

図1　豊臣秀長像

特
集

8

庵
あん

太
たい

閤
こう

記
き

』では「父もとより貧しく、（秀吉は）十
歳の頃より人の奴婢たらむ事を要とし…」とあ
り、貧農であったことが窺える。
これらに鑑みれば、秀長は親きょうだいとと

もに、尾張中村の地で野良仕事に従事しなが
ら、決して豊かとはいえない子供時代を送っ
たのだろう。

織田氏は尾張国の守護・斯
し

波
ば

氏の被官で
あったが、斯波氏の衰退とともに台頭し、中
でも弾

だん

正
じょう

忠
ちゅう

家
け

の織田信秀は織田氏の支流で
ありながら、尾張国内で勢力を拡大し、信秀
の跡を継いだ信長は、織田氏の他家を滅ぼす
とともに、弟・信行（信勝）を排除し、尾張国
の支配を固めつつあった。

秀長が生まれた頃、日本は戦国時代の真っ
只中にあった。尾張国の周辺では、同国の
織田氏、三河国の松平氏、美濃国の斎藤氏、
信濃・甲斐国の武田氏、駿河・遠

とおと

江
うみ

の今川
氏らが、越後国の上杉氏、相模国の北条氏
も交え、有力戦国大名として互いに覇を競い
合っていた。

2 生まれた時代
～群雄割拠の世～

3 兄・秀吉の出奔
～乏しい兄の記憶～

『太閤素生記』によると、秀吉は7歳の時、
父・弥右衛門の死に伴い、寺の小僧に出され
た。その後、放浪生活を経て今川氏の家臣
で遠江頭

ず

陀
だ

寺
じ

城（静岡県浜松市南区）の城主
だった松下氏に仕えた。そして18歳の頃、尾
張国に戻り、機会を得て織田信長に小者とし
て雇われたという（信長の冷えた草履を懐に

清
州
城
模
擬
天
守（
愛
知
県
清
須
市
／
地
図
7
頁
）

織
田
信
長
像（
清
洲
公
園
）

9



入れて温めたという有名なエピソードはこの
頃のものであろう）。信長は永禄3年（1560）、
今川義元を桶

おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで破り、その後尾
張国を統一した。秀吉は清州城を本拠とする
信長のもとで頭角を現していくのだが、秀吉
が家を出たのが7歳だとすると、秀長はまだ4
歳ということになり、彼の頭に兄の記憶は余り
残っていなかったのかもしれない。

年（1562）、足軽百人の組頭となり、50貫文
の給地をあてがわれた藤吉郎（秀吉）が、故
郷の中村にやって来て秀長に懇願した。
「百人頭に出世したものの、残念ながら頼
みとする者が唯の一人もいない。乱世にあっ
て名を後世に残そうと思っても、それでは心
細い限りだ。ぜひ鍬

くわ

を捨て、我に力を貸して
ほしい」と。
秀長は武辺の志もなく、中村でひたすら百
姓に勤しんでいたが、秀吉の熱心な誘いに
心を動かされ、思いがけなく兄の片腕として、
織田家に仕える身になったのだという。もし
そうなら、この時秀長は23歳、当時としては、
遅すぎる人生の決断であったといえよう。
ちなみに『武功夜話』は、昭和34年（1959）
に発見された、戦国時代の土豪・前田家の文
書で、内容の真偽にいまだ論争があるものの、
秀長についてかなり詳しく記されている。
この話で注目すべきは、まだ織田家の中間
管理職に過ぎなかった秀吉が「頼みとするた
だ一人の者」として、秀長を選んだということ
だ。適齢の血縁者がほかにいなかったからか
もしれないが、箸にも棒にもかからないような
凡庸な人物であったなら、秀吉も声を掛けな
かったに違いない。
もう一つは、秀長が立身出世に全く興味を
持っていなかったという点である。秀吉に勧
誘されなければ、おそらくは一生を一農民で
終えたのであろう。この逸話は、秀長の奥ゆ
かしい人柄と潜在能力の高さを物語っている。
ところで、秀吉は永禄4年（1561）にねね
と結婚した頃から「木下藤

とう

吉
きち

郎
ろう

」と称していた。
秀長は、秀吉に仕えるようになって、「木下小
一郎長秀」を名乗るようになる。長秀の名は、
信長と秀吉の名から1字ずつ取ったといわれ
る。したがって、当然「秀長」はなく「長秀」な
のであった。

4 秀吉からの誘い
～百姓から侍の道へ～
秀長が確かな史書に出てくるのは、34、5歳

の頃からである。その頃には秀吉配下の武将
として、また行政官として重要な働きをしてい
る。このような技量は一朝一夕で身に付くも
のではなく、何年もの経験を要したはずであ
る。では、中村で農業に勤しんでいた秀長が、
いつ戦国武士の道へ進むことになったのか。
『武

ぶ

功
こう

夜
や

話
わ

』にこんな話が出てくる。永禄5
豊
臣
秀
吉
像（
大
阪
城
豊
国
神
社
）
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その後、秀長は秀吉のもとでどのような活
動をしていたか、主なところを探ってみよう。
当時、秀吉の仕える織田信長は、三河国の
徳川家康と同盟を結んだうえで、美濃攻めに
注力していた。永禄7年（1564）、信長は東
美濃に進攻するため、秀吉に木曽川対岸の
鵜
う

沼
ぬま

城（岐阜県各務原市）を攻めるよう命じた。
秀吉は城主・大沼次郎左衛門の調略を試み
和議に持ち込むものの、信長は次郎左衛門
の変心を恐れて、殺害しようとする。秀吉は
良心の呵

か

責
しゃく

から次郎左衛門を逃がしたといわ
れるが、この攻城戦に秀長は初陣として参加
していて、和議の後、尾張に戻ろうとする秀
吉が、和議を知らぬ美濃方の長井隼

はや

人
との

佐
すけ

（道
みち

利
とし

）の兵300に襲われた時、150の兵を率いて
長井勢の側面を突き、兄の危機を救ったという
（「長井隼人佐と関、関城主長井隼人佐」新
修関市史通史編）。
また永禄9年（1566）、秀吉は信長に、長

良川と犀
さい

川
がわ

などが合流する墨
すの

俣
また

での築城を進
言した。稲葉山城の斎藤龍

たつ

興
おき

を攻略するため
には、墨俣は戦略的に重要な場所であり、信
長も数年来築城を試みてきたが、そのたびに
水害や斉藤方の攻撃によって失敗を繰り返し
ていた。信長は秀吉を見込んでその進言を受
け入れる。許可を得た秀吉は、川の氾濫の
影響を受けない高台を選び、周囲に幾重にも
馬
うま

柵
せ

や鹿
しし

垣
がき

を築き、長良川の上流から密かに
筏で木材を流して、斉藤側の攻撃を受けなが
らも、一夜で城を築き上げた。世に言う「墨
俣一夜城」である。
『武功夜話』によると、築城に当たって秀吉
は、土豪の蜂

はち

須
す

賀
か

小
こ

六
ろく

（正
まさ

勝
かつ

）らを味方につ
け、頻繁に打ち合わせを重ねたが、彼らが秀
吉に協力したのは、一つには秀長の誠実で仁
義に厚い人柄に惹かれたからだという。打ち
合わせの際、秀長は小六らに対し「私のごと
き者が申すのもおこがましいが」と前置きした
うえで、小六らのこれまでの尽力に感謝する
とともに、今回も兄を成功させるために是非と
も助力をと懇願しているのだ。

5 美濃攻めに貢献
～兄の危機を救う～

岐阜城（岐阜県岐阜市／地図7頁）
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北
大
路

鞍
馬
口

茶
山
・
京
都
芸
術
大
学

一
乗
寺宝 ヶ 池
修
学
院

神
宮
丸
太
町

丸 太 町

今
出
川

北
野
白
梅
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御 室 仁 和 寺

宇
多
野

鳴
滝

常
盤

花
園

円 町

蚕 ノ 社

太 秦

撮 影 所 前
帷 子 ノ 辻

西
院

西 京 極

二
条

西
大
路

御
池

太
秦

天
神
川

二 条 城 前

四
条
大
宮

大
宮

烏
丸

山 ノ 内

西
大
路
三
条

嵐 電 天 神 川

有 栖 川
車 折 神 社

鹿 王 院
嵐 電 嵯 峨

嵯 峨 嵐 山

ト ロ ッ コ 嵯 峨

嵐 山
嵐 山

松
尾
大
社

上
桂 桂

洛
西
口

ト ロ ッ コ
嵐 山

ト ロ ッ コ 保 津 峡

妙 心 寺

太 秦 広 隆 寺

龍 安 寺
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清
水
五
条

七
条 東
福
寺

鳥
羽
街
道

伏
見
稲
荷
稲
荷

藤
森

墨
染

伏
見

竹
田

く
い
な
橋

上
鳥
羽
口十 条東 寺

京
都

中
書
島

観
月
橋

桃 山 南 口

桃
山

祇
園
四
条

桃
山
御
陵
前

丹
波
橋

近
鉄
丹
波
橋

Ｊ
Ｒ
藤
森

丹 波 口

梅
小
路
京
都
西

西 大 路

九 条 十 条

龍 谷 大 前

深 草

向 日 町桂 川

東 向 日

西
向
日

長
岡
京

長 岡 天 神

伏
見
桃
山

山
崎
大
山
崎

ケ
ー
ブ
ル
八
幡
宮
口

島
本
駅

淀

橋
本
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山
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上

水
無
瀬
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茂
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社
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称

世
界
文
化
遺
産

下
鴨
神
社

清
水
寺

西
本
願
寺

東
寺

二
条
城

金
閣
寺

（
鹿
苑
寺
）

龍
安
寺

仁
和
寺

天
龍
寺高
山
寺

延
暦
寺

苔
　
寺

（
西
芳
寺
）

醍
醐
寺

宇
治
上
神
社

平
等
院

二
軒
茶
屋

上 高 野

八 瀬 駅 前

地
下
鉄
東
西
線

阪急
京都
本線

京
阪
本
線

阪急京都本線

地 下 鉄 烏 丸 線

阪急
嵐山
線

J R 山 陰 本 線

（ 嵯 峨 野 線 ）

J R 東 海 道 本 線
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近鉄
京都
線
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西線

京 阪 宇 治 線

京 阪 本 線
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叡 電 鞍
馬 線

叡 電 叡 山 本 線

京
都
市
洛
西

竹
林
公
園

蓮
如
上
人
御
廟
所
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13聚
じ ゅ

楽
ら く

第
だ い

跡
あ と

豊臣秀吉が築いた聚楽第のあったエリアで、聚楽第
址碑のほか、秀吉が毘沙門天を寄進した華光寺や秀
吉が必勝祈願を行った福勝寺などがある。

椹木町通

横神明通

下立売通

下長者町通

上長者町通

出水通

一条通

千
本
通

堀
川
通

松
屋
町
通

日
暮
通

智
恵
光
院
通

浄
福
寺
通

中立売通
千本中立売

七
本
松

仁
和
寺
街
道

千本出水

七
本
松
出
水

大宮
中立売

堀
川
中
立
売

堀川
下立売

堀川丸太町

丸太町智恵光院

丸
太
町
七
本
松 千

本
丸
太
町

智恵光院
中立売

堀川
下長者町

鳥
よ
し

二条城北小

二条公園

正親小

立本寺

樂美術館

京
都
市
平
安
京
創
生
館

（
京
都
ア
ス
ニ
ー
）

浄福寺

福
勝
寺

古
義
堂
跡

大極殿跡

華
光
寺

報
土
寺

松林寺

光清寺

祐正寺
弘誓寺

平安京
豊楽殿跡

一
条
戻
り
橋

清和院
（後水尾院の勅で移転）

上杉景勝屋敷跡碑

木村長門守重成公
旧館地碑

観音寺
（表門は伏見城牢獄の門遺構）

直江兼続・
上杉景勝屋敷跡碑

黒
田
如
水
邸
趾
碑

聚楽城鵲橋
旧跡碑

聚楽第址碑

聚
楽
第
址
碑

聚楽第南外濠跡碑

所司代
屋敷址碑

聚楽第跡
本丸

北ノ丸

西ノ丸

南二ノ丸
外堀

外堀

外堀

0 500m

⬆ P74

⬅
P100

⬇P81

秀吉の権力の象徴
聚
じゅ

楽
らく

第
だい

址
あと

碑
ひ

　聚楽第は、豊臣秀吉が天正15年（1587）、権
力を誇示するため、平安京内裏跡に造営した邸
宅兼政庁。東西600ｍ、南北700ｍの広大な敷
地に堀を巡らせ、金箔も多用した絢

けん

爛
らん

豪
ごう

華
か

な平城
だった。甥の豊臣秀次に関白を譲った後は、秀次
の居宅となったが、淀殿が秀頼を産むと、秀吉は
秀次を追放して切腹に追いやり、その後聚楽第は
徹底的に破壊された。現在2カ所に跡碑が立つ。

78

聚楽第大名屋敷の１つ
直
なお

江
え

兼
かね

続
つぐ

・上
うえ

杉
すぎ

景
かげ

勝
かつ

屋
や

敷
しき

跡
あと

碑
ひ

　聚楽第があった時期、その外郭には多くの大名
屋敷が建てられた。上杉景勝は豊臣政権五大老
の1人で、直江兼続は景勝の家臣。豊臣秀吉の
死後、景勝に上洛を求める家康に対し、兼続が
有名な「直江状」を出して家康の勘気を買い、会
津出兵、関ヶ原の合戦につながった。戦後景勝は、
会津120万石から米沢30万石に減封となったが、
大坂の陣では徳川方として参戦、活躍した。

秀吉の軍師の邸宅跡
黒
くろ

田
だ

如
じょ

水
すい

邸
てい

跡
あと

碑
ひ

　黒田如水（官兵衛）は播磨の生まれで、織田信長・豊臣秀吉に仕え、
軍師として播磨・中国・四国・九州攻めなどで活躍した。荒木村

むら

重
しげ

が
反旗を翻した際には、説得に赴いた有岡城（のちの伊丹城）に１年間
幽閉されるという悲惨な目に遭っている。聚楽第ができると、その東
北部に屋敷を築いた。現在この付近を如水町というのは、如水の屋
敷にちなんだものである。徳川幕府設立の翌年に病没。

聚楽第の外堀跡に建てられた
松
しょう

林
りん

寺
じ

　慶長13年（1608）、清印を開基として東
山黒谷に創建された浄土宗の寺院。清印が

重病の母の回復を祈願したところ、薬師如来
が現れ、婦人病や安産に効く秘薬の処方法
を伝授したと伝わる。その後当地に移転。境
内が周囲より一段低くなっているのは、聚楽

第の南外堀跡に当たるこ
とによるもので、門前に
それを示す石柱が立つ。
また、当寺は平安宮の
内裏があった場所の東
辺に位置する。

如水町地名版

☎075-841-5880
京都市上京区智恵光院
通出水下ル分銅町575
アクセス：バス停「千本
出水」より5分

79



24嵐
あ ら し

山
や ま

・嵯
さ

峨
が

洛西に位置する観光名所の多いエリアで、豊
臣秀吉が復興に寄与した天龍寺や、豊臣秀頼
の首塚がある清涼寺、伏見城の門を移築した
二尊院などがある。

渡
月
橋

ＪＲ山陰
本線（嵯

峨野線
）

三条通

新丸太町通

一条
通

清滝道

嵐電嵐山
本線

阪急電鉄

嵐山線

大堰川

大沢池

嵐電
嵯峨

嵯峨嵐山

トロッコ
嵯峨

嵐山

嵐
山

トロッ
コ
嵐山

嵐山天龍寺前
（嵐電嵐山駅前）

阪
急
嵐
山

駅
前

大
覚
寺
道

護
法
堂
弁
天
前

鳥
居
本

嵯峨小学校前

大覚寺

　嵐山公園

角倉町
嵐山

下嵯峨

嵯峨釈迦堂前

嵯峨
瀬戸川町

嵯
峨
嵐
山
駅
前

野々宮

小渕町

北嵯峨高

嵯
峨
小

嵐
山
高
架
道
路

中嶋象嵌

嵐山公園

亀山公園

覚勝院

御嶽教
末廣教会

弘
源
寺

嵯
峨
さ
く
ら

病
院

嵯
峨(

出)

星のや京都

松

　
寺

大悲閣
千光寺

御髪神社

護
法
堂
弁
財
天

後亀山天皇陵

あだしの
まゆ村

大河内山荘

野宮神社

落柿舎

宝筐院

檀林寺

五山送り火
「鳥居形」

法輪寺
（虚空蔵）

今林陵

去来の墓

嵯峨南陵

レストラン
嵐山

三秀院

永
明
院

寿
寧
院

等
観
院

妙
智
院

福
田
美
術
館

花
伝
抄

渡月亭

法然寺

名古曾の滝

八
幡
神
社

薬
師
寺

大覚寺

祇王寺

化野念仏寺

滝口寺

常寂光寺

二尊院

清凉寺
（嵯峨釈迦堂）

天龍寺

嵐山モンキーパーク
・いわたやま

京都市嵯峨鳥居本
町並み保存館

博物館さがの
人形の家

厭離庵

宝
厳
院

嵯峨嵐山文華館

京都嵐山
オルゴール博物館

ジオラマ京都
KAPAN

竹の道
桓
武
天
皇
勅
営
角
倉
址・

了
以
翁
邸
址・

平
安
初
期
鋳
銭
司
旧
址
碑

菖
蒲
谷
池
碑

（
菖
蒲
谷
池
と

角
倉
隧
道
築
造
の

経
緯
を
記
す
）

角倉了以像副碑

夕霧大夫
遺跡碑

0 500m⬅
P111

108

☎075-861-0687
京都市右京区嵯峨二尊院門前長神町27
アクセス：バス停「嵯峨釈迦堂前」より10分
時間：9時～16時半
料金：大人600円

☎075-861-0435
京都市右京区嵯峨小倉山小倉町3
アクセス：バス停「嵯峨小学校前」より15分
時間：9時～17時
料金：大人500円

☎075-871-0071
京都市右京区嵯峨大沢町4
アクセス：バス停「大覚寺」よりすぐ
時間：9時～17時
料金：大人800円（お堂・大沢池）

伏見城の薬医門を移築
二
に

尊
そん

院
いん

　平安時代の初期に円
えん

仁
にん

が創建したと伝わる
天台宗の寺院。勇壮な門構えの総門は、豪
商・角倉了以が慶長18年（1613）に伏見城
の薬医門を貰い受け、移築したものといわれ
る。この門をくぐると、「紅葉の馬場」と呼ばれ
る参道が続き、秋は紅葉に彩られる。境内に
は角倉了以の墓のほか、鎌倉時代の初期に
藤原定家が『小倉百人一首』の選定をしたと
いう時雨亭の跡がある。

本殿は伏見城の客殿を移築
常
じょう

寂
じゃっ

光
こう

寺
じ

　日蓮宗の寺院。文禄5年（1596）、角倉
了以から土地の寄進を受けた日

にっ

禛
しん

がこの地に
隠棲したのが起源。日禛は町衆はじめ戦国武
将からも厚い帰依を受け、本殿は小早川秀秋
の助力を得て、伏見城の客殿を移築したもの
といわれる。高倉天皇が小

こ

督
ごうの

局
つぼね

に下賜した
という車琴を所蔵するが、これも秀秋が納付
したもの。また、仁王門は本圀寺南門（南北
朝時代築）の移築とされる。

光秀ゆかりの門と陣屋がある
大
だい

覚
かく

寺
じ

　真言宗大覚寺派の本山。 貞
じょう

観
がん

18年

（876）、嵯峨天皇の離宮だった当地に創建
された。応仁の乱により焼失するが、寛永年
間（1624〜1644）までに再建された。宸

しん

殿
でん

は東福門院（家康の孫）の女
にょう

御
ご

御殿が移築さ
れたものである。境内には明智光秀が築城し
た亀山城から移築された明智門・明智陣屋が
ある。嵯峨離宮の遺構とされる大沢池は、時
代劇のロケ地としても知られる。
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32伏
ふ し

見
み

桃
も も

山
や ま

伏見城跡を中心とするエリアで、伏見城の遺構のあ
る御香宮神社や龍雲寺、豊臣秀吉ゆかりの海宝寺、
模擬天守の立つ伏見桃山城運動公園などがある。

丹波橋通

新
町
通

両
替
通

京
町
通

京
阪
電
車
本
線

近
鉄
京
都
線

大
和
街
道

伊
達
街
道

下板橋通

毛利橋通

大手筋通

JR奈良線

桃山

桃
山
御
陵
前伏

見
桃
山

丹
波
橋 近

鉄
丹
波
橋

御香宮前

伊賀

最上町

桃山中学前

丹波橋

板橋

藤城小

桃山小

桃山高

桃山中

京都教育大学
附属桃山小・中

市立呉竹
養護学校

観
月
橋

団
地

桓武天皇陵

崇光天皇陵
光明天皇陵

龍雲寺
（桃山善光寺）

伏見御桃山城
運動公園

乃
木
神
社

0 1km

御香宮神社伏
見
銀
座
跡
碑

両替商旧跡碑

栄春寺
（伏見城遺構の総門）

海宝寺

明
治
天
皇
陵

治
部
池

（
伏
見
城
内
堀
跡
）

天
守

模擬天守

大
手
門

伏見奉行所跡碑

石田治部少輔郭
（石田三成）

増田右衛門尉郭
（増田長盛）

松平定行

伏見城跡

真田信之

山口直友 山口直友

島
津
以
久

立花宗茂

徳川家康上屋敷

石田三成

本多忠政

本多正純

福島兵部小輔片
桐
且
元

山
岡
景
友

松
平
忠
明

鍋島勝茂

山中長俊

宇喜田秀家

大工小屋

板倉重宗

大岡清政

根
来
盛
重

長束大蔵郭
（長束正家）

山岡道阿弥
（山岡景友）

万畳敷

伊達政宗
最上家親

伊達政宗
下屋敷井伊直孝

石川康通 毛利高政
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秀吉遺愛の手水鉢がある
海
かい

宝
ほう

寺
じ

　享保年間（1716〜1736）、萬福寺の杲
こう

堂
どう

元
げん

昶
ちょう

に
よって創建された黄檗宗の寺院。当地は伊達家の屋敷
跡とされ、境内には伊達政宗手植えの木

もっ

斛
こく

が残る。また、
方丈前には豊臣秀吉遺愛の手

ちょう

水
ず

鉢
ばち

が据えられ、方丈の
襖絵「群鶏図」は伊藤若

じゃく

冲
ちゅう

の晩年の作と伝わる（現在は
京都国立博物館所蔵）。黄檗宗の開祖・隠

いん

元
げん

が伝えたと
される中国の精進料理「普茶料理」が楽しめる（要予約）。

☎070-1347-9698
京都市伏見区桃山町正宗20
アクセス：近鉄電車「近鉄丹波橋」駅より12分
時間：9時～16時
境内自由
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模擬天守がそびえ立つ
伏
ふし

見
み

桃
もも

山
やま

城
じょう

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

　平成15年（2003）に閉園した伏見桃山
城キャッスルランドの跡地に整備された運動
公園。園内には昭和39年（1964）に建造
された伏見城をイメージした模擬天守が残る。
現在は、耐震基準を満たしていない可能性
があることから天守には登れなくなっている。
ちなみに伏見城は、幕府が出した一国一城
令により、元和9年（1623）廃城が決まり、
天守は二条城に移築された。

伏見城の大手門を移築
御
ご

香
こうの

宮
みや

神
じん

社
じゃ

　貞観4年（862）、すべての病を治すという奇

鳥居元忠らの霊を弔う
龍
りゅう

雲
うん

寺
じ

（桃
もも

山
やま

善
ぜん

光
こう

寺
じ

）
　天台宗の寺院。もとは深草にあったとされ、
正
しょう

徳
とく

5年（1715）、伏見奉行・石川備前守
が、伏見城の戦いで討ち死にした鳥居元忠
と配下300余名の霊を弔うため、5代将軍・徳
川綱吉の念持仏であった観音菩薩像を本尊と
して、桃山町三河に再建したといわれる。寛
政8年（1796）に信濃善光寺の阿弥陀如来
像の御開帳が行われ、その像を模刻して以来
「桃山善光寺」と呼ばれるようになった。明治
31年（1898）、現在地に移転。

跡の泉が当地に湧き出し、時の清和天皇より
「御香宮」の名を賜ったのが始まり。豊臣秀
吉は伏見城の築城に当たり鬼門の守護神とし
て崇

あが

めた。本殿は徳川家康の造営、拝殿は
徳川頼

より

宣
のぶ

の寄進、また表門は徳川頼
より

房
ふさ

が伏
見城大手門を移築したものとされ、徳川家と
もゆかりが深い。境内には伏見城跡の残石
が展示されている。

☎075-602-0605
京都市伏見区桃山町大蔵45
アクセス：近鉄電車「近鉄丹波橋」駅より20分
時間：6時～21時

☎075-611-0559
京都市伏見区御香宮門前町174
アクセス：近鉄電車「 桃山御陵前」駅より4分
境内自由

☎075-611-4854
京都市伏見区桃山毛利長門東町37
通常非公開
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年号 西暦 月 出来事
永禄8 1565 5 三好三人衆ら、室町幕府 13代将軍・足利義輝を殺害（永禄の変）
永禄11 1568 9 織田信長、足利義昭を擁して入京
永禄12 1569 1 三好三人衆ら、本圀寺の義昭を攻める（本圀寺の変）

2 信長、義昭のため二条城（旧二条城）の建設開始
4 義昭、完成した二条城（旧二条城）に入る

元亀元 1570 1 信長と義昭の仲、不和になる
4 千宗易（利休）、初めて信長に茶をたてる
9 信長と本願寺の「石山合戦」始まる
9 浅井・朝倉の軍勢、京都に迫る

元亀2 1571 9 信長、比叡山焼討ち
元亀3 1572 9 信長、「十七ヶ条の意見書」で義昭の非行を諫める
天正元 1573 4 信長、上京焼討ち、義昭の二条城（旧二条城）を包囲する

7 信長、義昭を京都から追放、室町幕府滅亡（槙島城の戦い）
ー 村井貞勝、京都所司代に就任

天正2 1574 6 信長、狩野永徳筆の洛中洛外図屏風を上杉氏に贈る
天正4 1576 4 信長、完成した安土城に入る

7 京都南蛮寺、献堂式を行う
天正8 1580 3 信長、光佐と講和、石山合戦終わる
天正9 1581 9 信長、京都御馬揃えを盛大に催す
天正10 1582 6 明智光秀、信長を本能寺に攻め、信長は自害（本能寺の変）

6 羽柴秀吉ら、山崎で光秀と戦い、勝利する（山崎の合戦）
6 清洲会議
10 秀吉、大徳寺で信長の葬儀を大々的に行う

天正11 1583 4 賤ケ岳の戦い
6 秀吉、大坂城に入る
ー 前田玄以、京都所司代に就任する

天正12 1584 3～ 4 小牧・長久手の戦い
5 秀吉、山門（延暦寺）の再興を許可する

天正13 1585 7 秀吉、関白となる
天正14 1586 10 徳川家康、上洛して秀吉に臣下の礼を取る

12 秀吉、太政大臣となる
ー このころ、千利休、秀吉政権の内政に関与

天正15 1587 6 秀吉、バテレン追放令を発布
9 秀吉、豊臣姓を賜る
9 秀吉、聚楽第に移る
10 秀吉、北野で大茶会を催す

天正16 1588 4 後陽成天皇、聚楽第に行幸
天正17 1589 ー 秀吉、内裏の造営を開始する
天正17 1589 ー 方広寺大仏殿完成

京都戦国年表
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年号 西暦 月 出来事
天正18 1590 ー 秀吉、京都の都市改造に着手、「町割り」と寺院移転を行う
天正19 1591 1 秀吉、本願寺を大坂から京都六条に移す

1 豊臣秀長、死去
2 利休、秀吉に切腹を命じられる

文禄3 1594 8 伏見城（指月山）完成
文禄4 1595 7 秀次、高野山に追われ自害、妻妾ら三条河原で斬殺

8 聚楽第破却
慶長元 1596 7 慶長伏見大地震
慶長2 1597 5 秀吉、再建なった伏見城（木幡山）へ入る
慶長3 1598 3 秀吉、醍醐で花見の宴を催す

8 秀吉、伏見城で死去
慶長4 1599 3 家康、伏見城に入る

4 秀吉の廟（豊国廟）完成
慶長5 1600 8 西軍、伏見城を包囲、落城（伏見城の戦い）

9 関ヶ原の戦い。西軍敗れる
10 石田三成ら六条河原で斬首される

慶長6 1601 5 家康、伏見に銀座を置く
8 板倉重勝、京都所司代に就任

慶長7 1602 2 東本願寺創建
5 家康、二条城を造営する
6 家康、伏見城を再建する

慶長8 1603 2 家康、征夷大将軍に任じられ、江戸幕府を開く
ー 春、出雲阿国らかぶき踊りを始める
ー 角倉了以、安南へ朱印貿易船を派遣

慶長11 1606 2 幕府、禁裏・仙洞御所を造営
ー 角倉了以、大堰川を開削する
ー 高台院、高台寺を創建

慶長16 1611 4 後水尾天皇即位
慶長17 1612 3 幕府、キリスト教禁止令を出す
慶長19 1614 7 方広寺大仏鐘銘事件起こる

ー 秋ごろ、高瀬川の開削完成
12 大坂冬の陣

慶長20 1615 4 大坂夏の陣始まる
5 秀頼・淀殿、大坂城で自害、豊臣氏滅びる
7 武家諸法度・禁中並公家諸法度発布

元和2 1616 4 家康、駿府城で死去
元和6 1620 6 徳川和子入内。後水尾天皇の女御となる
寛永6 1629 11 徳川和子、東福門院の院号を賜る
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